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男1噸 のとわり
'ロ
ニ手液謗恕豫ηヽら′)ハ :ギ招請壌えゲ2月 9日 タト考%に

つ t｀

「

.?目 10口 ,クト務 省 に関 4系 者 ゲ
^お
し議 心 の結 栗 /■ /Nyど|の 小 言キ'殊クロ

につtヽ て |ま I人た4ヽ にL以下のだり`らクト務方の貢1■でおこなわ:t/操 ■ヵl手岡

司るここだから準壻調査公ot角も脅重寸る。内容について|■曽li=ラムと餃
自て検言寸するここにTう 手=

,自 14日 /づ術
^ぎ
て |よ´ 凍ひ刀FI題苺範合■魚呑受分が同 つ`れて詢計の

結果ィ ビ萄ハ澪
｀
の中にも苦轟桑員会左1年 るここがまぃこ拷た/そ のたのの

`議人公 と同くこことして//会二/ 環了″闘題季々晏豪[ギ翠り, 原子核将割委

委員長′ 方欠射ス泉影管言]在 1151■ ,貴 長/っ そヽ夕tぞ
｀
メヒ腱士∵人々と伴って同く

ことに■ 7た o

. 2鳳 17日 と本)/営 不iハ言ギめェギこのギ:角世言
=八
合がPΠ ザ:tt(茅 公象′/TN口 孝

務糸博ユ,,ll掠/去口′境 lt｀、フ
=ハ
山/調永′署■/ ■

｀
日,1■ |千/人 濠 /

が盤粛〕o その言こな 、1の 肺諭 思′
準備委員会 を

'ツ
店会倉ギ|(も うり百. ニガ,■務 :〕′□藤公急ギ|こ´ どうい う

賛料ゃ命丈を多すべき力`とオ食i寸 し′
~轟
当■人に継嘔するなど

｀
して/ そ

'´

こと整理

イ無腐じ/ せた珍濫ギに基滞 してますぎに参タロするのに動当な人常りを1饉セ7す る3
とでわる。 しのギ侑委骨公 |ふ ′公勇 環

`力
同澪委晨長′環6核ギ寺昴」委員

ス′薇射ネ泉骨多で調査特耳」委々彙衰(但 し委員ス 1群 茅えて'あ るので・宰泉幹子が
なぅ 〕/同番侵公猾」li々 ち  そのはつ`/,資求由|ス でて去較一′ 電子χ台厠係 で
蔵見撃名などで布戌

=′
t 二十Lら のメンバ ~|よィ llyl欧 にし・てミニマム■詳吝

であって′黙倉′V里にたし也夕ヽオtる もあとさタ
イヒト,

■あ委員会の言二
=|き
′をだビ薇公ゴの運営署言ギ公 i■つ 1`可 られたのち■■に

できめがるものて
ヾ
あ って′一た 2月 2ふ 日にヤ 1画会心が言煮さずLl_り ,

また′外務たに多本準備会刀ヾイ`ヤら夕しろだろうとのことでノその下に常 |¬害f

^が
イ午らltる こ燿ヽ幻/tろ のてう ての者砕外の瑞戌にあた |(|よ  こあげ41公ぎ

内にユLと子こされた今受合のメンバー と椎・`ン
しようとざうことにな った

げ公スとこ し`て)。    |

12■ 26日 (ポ汗鮨ィ外務方で
'1凛ノ ロ際4滞ギ参引準備潔訂などその著戸7許倉の

今日の才1ロイi金次と用ヽヽL(場チヤ|よば―衛会計で
'。
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1(訴 tヽ て
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口望秀いは二1遊

.メ
ー
専由表部 (sPict,Cち′及 &与争～二

)(446イ ベてい i‐l″ が, ■a含

ぎ、く'懃 ゲるヽさであるこきべ
てお 1'育 す。

姿勢去妻妻 I(ょ ■て?く
―|?な たこの後裳てЙづ多滞由多菱タド ;ヽ

こ`じ141

都、こぉ tヽ て″`あ ン
'|1拿
6■ 経 I′ ::´ ム勧者た憾

'さ
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フぃイズ♂僣 aが こう)t4し た,

公妻 1010う うユ 3負 8題 ジ
｀
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23口 て経

`す
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含者 θざ多響孝曰穫が
イ`F成 さMた。 こ )(ね 附舜 I ltヌ る。     ||

茅紘 工めで 郷|が〔めら
スた。 ■れて耐像ゴ rあ る。         ■

夕● のイ孝 こ逐夕に づ二選の
範な家イ Kフ ガいてτ″ さ″

tた。     ・ |

口盪″移落´Й `・ 審|夕 を築夕
のマ

“

|く をメいて'イ ン
ドのは9116,中 h｀

″,iす ごい?響 12啜 |`‐ ■年する
〔
予七
饗中香´会f tt Zた● ■‐   |

第171行うちでア手ξttZiiここζ争711:1'11
む人のえ′前)l llるが

ヽ
fマ く孝奉す″

t'。   1  1  ‐ '  「  ‐

埓冒野含♂を褒て立語をぶ年911.(, 1ン
もやづ

`維
なさ4る. ‐ | |

´→卑Lrセ |トーf農人イ (ド41丁 )の
―W議 ハじe"(■ M～ltl筆平
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ゴづ61ら ■

`さ
ltを‐ 11マ F年 イヤを6く だ表さ|(各む   ―     ■

口Z寧 務だく湾慮夕暫舒K: ●め
'デ
て歯づる応]移 ぞジ務恙孝 'こ猜こする

二つ の 要行 動ir■ t仁 を ヽた : `め 汗 爛 暉, マ〃や レt v:Bwヽ A。しヽ16ふ ふ `十

くⅢ
…
′I弩^S.Lほ々場。

ι掟ひの3六 よ1),る .

■一 =私 Iく ,全 計 の 孝 老 こ の 進 留|の う う で も :ど ζ て )で
の 英 う 籠 を 嫁 の 1準

`くつヽヽて)ざ ぞを曖超しておき十年ヽ ι`イ多げ 3す。        |

各 自 ■ 115る ,入 関 の|イヤ鷲 屯 会 計 て基 る
｀一
:。 ベ イ を 膊: こ の 夕 計 のた め K

‐
義喀づ夕の額蔵 (αυレすもs鍮 )ゝt艦 伴tで, 攘術的諭支の

“

なこ質輸t

れフ的に行ぞるよう)て ずることができる。
"(製 ヨ'1 2)

`者
諸口
"′

 詢夕ぶ )`,そ <ι も i4ヨ ′λ蚤て,質 ま春Yム 静乞多ヨ→る

場潮の りく 卜を芝ム しばげメばならばい。 (鍵 印: 4)

会計の率格刻商が琢 らパてヽ`るめで,イ 表 したい
'べ

く` の議文の3Jと ぢ
00診 め了グ曖レつクト竜 ′出孝パ :ぜも声 1ぅ ロエ1)計X,口 辺孝務雀妥

人瑳な場もとと。あまあ金、奪色立孝務綸r〔 7Blf● メ前 1'髪 なするこ

て。 (蒙 夕18′ 治録 )                  .
嘱諮名のな 脅イの値の費甲Kフ tヽ マ暉′」菫け〔4t乞蓄ムしない (規 響24)

各繕宅口のべ表に歳!し て滝,口理で安て資の5製‐3帝 とをギの手続上の観

″12て′べ表るのシ
「
ユ衆11ビ “豪手力 の分野てじ名のある卑由象

″′
[り あ

ること′ こある Cと t,こ毒 して暉 しいる響ヽ`そづ.           ‐

爵繭が
・
口迫 t Ftt慧 づ ので′晋iコ ハ政

‐
あげて 分詳孝ヨだ【鰊

“

するよ夕電

髪よるビ諭 近の准 傷と黎てt tiる べくマ くロヨ専務黎猥た聰う● 8工 う暫管

をはがらメたヽ`
`Ftヽ
言マ・

tの こと)(曖達lて ,驚蚤こくムる工うな遜者がツリ手卜政々がらきてい

る〔ど(多
`し
て鶯ごますo

lこの解 訪貰 た薇 じ々:こ っ後ギ 人 あら精 (IJlづ る 琢 口爵 者 夕を 向な′ く や

らせて:雪 Ctヽ と謬い J,ぃ

含評の質な

1総  会、        .
A.諭 しい動ヵ婚のくヽ多蔵 工  義  諭

61‐  ´       ■  る 暉
C 像
`力
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口態 孝
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｀
)イ ン ド
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`静
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饉乞し, 19日 平急帯仁季七庫|く こtrt, 鵬藤κ′看礎紗欅

“(オ化,学 者′ザだ角′但 tる `4は
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`劣

(17〕                 ‐

・り

的

て
、

タ
ノ
，
珂
錫
”

つヽ

６

″

Ｋ

ろ

『

公

惑

》
」

４

の

商

夕
一　
Ｆ

（
一　
の

修
賄
」
に動

駒

，

つヽ

ゲ

し

こ
Ｚ

算
動
酵

、
イ
ヽ
、
　
ロ
　
グ
　
Ｋ

劾

】葬
“

へ
曇
プ
ひ

グ
７
眠
口
だ
知

介
ム

ふ
で
郎

目
日
でァ‐、
け
灰

″
圏

ば
げ
勲

７
卜
歯
ガ
解

気り
／
ヤ
ィ
“

４
′
ヨ

士
・
タ

ｇ‐Ｏ

ｔ

■
■
ケ
一
一
●
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｔ
■
〓
一■
一三
十
■



―

―

‐

| 1212‐あ|,‐表J=´ 乖|||〈‐|‐ 1占 場表定さ
'iる

なシ● :ン
'1を

―夕接

|=´ 1耀レ:佐 贅Fl':lγ l)ξ 歿ツク亀
il'者 の諄執Fよ びゃ:り 子

j‐  ■||
("1名 tヽ 空中から1^|ひ 凛しI‐ tヽ |あで,洋を峯あイ1断ケ■ザ

"べ

|の考|

|か ら

'奉

妻
.l■―
老:″´』 t́=`″ ギ■ 1｀ わヤお

ら,′ぅ: _N~ら た′ 壕孝″装移′ ‐
ド
ら |‐ でもと: 曰が支|ヒ人会が, 由島1裏タィ11″ 収公

ちと 'ど きるかすない看

の資そのILに 4?`|パ落するよク|サ
`・

■晨″; 2を 荏́務ダ|lt:マ |

| そンを,tヽなY´どあく:二 1‐
でオl(■をしな)J“ばなら`し

のヽC■黎41

の嘴豪のこ信イn金会顔の贅針ιtて 機ιエベ付表しずる
ここは番宰イ

ち

`の

で′夕と多
で移べ′やκ国

“

個人で
｀
ムrt′ 妄篠

'つ

こ力毅っにゅ拗

ヽ
'て
もらわ。  ~~~~

Y三 乞て ′嵌楡れ選力・ ビック
に,議 黎 ,猥が ,く

`r老
多ざムライダち竹

らてfき るようが多い しましたゲ7藷 穆の多ンでス4さ i´ 1寸 ,今 0て ころ:

法どらめどるこンなll Y_‐ィ|イ

～

ざ
争

`そ

づt｀ 護冬です。

移ス多の身は,‐脅由にも縣逆さИrIゆ iを ,2■ ,9■ 4貧計で` な千1f
l               l    l         

‐

1亥 たズた しすし惟o  l  l          ‐ ‐ ‐   |

撼彙ι

“

ででイヽ疲卸孝確
―
タイだが
｀
k,1ぜ らてでヽそイが, 今のイ蒸|で 認′竹曖

色ィつて,1な繭雄券多″翡1で やくなZです。    |
.すた研

^ハ

、ヽ l毛
`卜

1る
`, 
つ裂´森′廠イ′J火 曖i鼻 ど でイ稀平移断を昨

フ

:々 ダタタ須趨′2き のため'レ
オ
=´
「 4F a 11ピ をゃ1)は じ

y■ ●さ

湖惣

"米
妾
`♯
をそでづが ′f″ tr後勢|て |て 仏

『

る
'7run人
顔移のψに

`∫っ てず
1`'ソ

 約 49万 円t鎌
``ず
多死過 tゼす。 ■4■ ´ノ爾 当広

`字 =業
|あるいらなふリノ乞ス君(g^力 塚甕K貨 関係など

々孝鮒多ねブ
｀
う老イ千や?|

|て いますが, ■めタイ中誠宇公―LTで .さ を豚
1'の磁
:二

"ゼ

亥こ なヽ、ヽます写し|

ぅ.穿″できすを″。  ■| ‐  li
l響ケFつ , こあ趣旨雀なくず脅 tて わ

らうてよくカレパ仁奪あて|=tい :

kき 0多粕「

"`け

をお々にしためぞ'だブメデ∠老/て いまで。

|ILttK轟 し1均 キ■揚タビ́ ぢヒぶゥ繕姜鬱名角僣塚めιa奥孝び|あ りまt'(本 Ⅲ

"者

妻 5■ tス 々 t)争渉i)。 .そ の後諭 lt tたの孝辞■そ
の■ ヽたャ

か
¥|だ ″‐

‐
‐旬ドタ く
'考
てし
イて、ヽ マ イ :∠ イ rl夕 この移

イ しに
Iチ
′さ び 多

“

あ
`Y■

た 夕 |キ

1之ためtiじ :て やるバ`き澪`∠でいずづ・ (贅琢 な)    |

l rl猟管愛1:響薯,7)'ま碁111,^|み |´ |ヽ|1去´
‐ ‐    1    1       1(3) |     ‐    |     |  |

内

〓
義
．



ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ト
ー
ー
ー
ー
ト
ー
ー
‐―

‐
―

g

4

ヽ 。` |

が蚤キ

`し

て―薄 曰ス肇灯へ4移也
本さい F__‐ て|ミラ|ら ぬば=ゥ な

ぃし

目力奪イスが'参洲 tて , ご勲た楔力し

て囀準機懇身クタ僣,こ 1て の麟政孝

`菫

ゴかが後4し て場 f露勇ゼィ箸み優ゲルの場姜キ

だけ象うたのだ
｀
がら可能鷲婢べさ、う

―絆 蒸 拠 )

んす るがt畷 修釣 潔を電

ようも        ‐

g/1が ぁるてどぅ|が : 譲銘
清;カンパ後い (修こ―脅
)|(アカす″'(ばなんιが

く臥 二).

1 2月 lq口 てき報(`14;タリ家|ノ 4[11多ひ丁アシをゑ力〔:|がⅢ の
SQ絆

…

ルをドンってい0口 ぞしたので,この要、をラ
ーきな0ヽ i tt tiた :、 )ろ

1ヽろ諭ギづ広す |とづ、″轟ビ4で 11}か 1言 く∠わ,α l●″全ョめ夫々の著2
イ篭簡単r籠 移t)た しをす。 |

こめ rゎ
`口
隊始む女グにヵイがらガJ「ず

=ぎ
いう■と ‐」,日本の移

`ガ渤題trり 西t)J簾網づ白を分一つて して象 =Kわ ォ1● 夕rつ いイくさせ寒
義があるtZZら 才tイ ず.鍛 時Kイ :■

`を
■^そ
′すつこ考´導入 ともなる

でしまう。 fう 羨∫乃人いにあTを 裳F"し 毎■1,1は ならぢ 1ラて思い■ず。
メ、 イのンな′ヵ表は生 口,,な詢

="“
´が|え歳さ/て しン奪 t)。 その受

`あ多分べ衣をr_p奏 グら年,立 しマーも1御気の■にや■て●資働
「
全夕 喚づゼ

オ(二 l`‐lσ 瑠″を妙ち 乃6び を儀ぞ係‐4ど ぃクそえも盆ぞ tに :フ ぜ1, 塚加

のぞ蒻・だをあ秒嵐るが)切 多い代牧 fヽと で 1■ 隋瑠 がメすさ)る のででざ t｀ かこ
)ヽり めぐすo          l               ‐

全体
`し
てのメ硼そ隠此ρ輩

`著
ぞの会計の1略 |グ リ

′(る衣象ドマれに参力L・ サ

リでとは‐71豪 の成長と者だろだろう て́tiり んだケと, I`選 べlた 旅に 観孝の

場手″敵層ι漱 t)ロ オだマトに腑ざt″ イ方ヵ
｀
ない為Kκ いて著卵 tた いと 1タ

め/輌 瀬|ド メ 1,そ し括レ

た栓:し 繭額はイ身の〔‐て1■ プリまずっク幻看翠な全でヵとス?イ孝構あ
でt)ヒ ていノキの夜4で

｀
な力けるなやば`Zたついて

｀
す。 漱多が|プ角六ォろ0ビ

ゎな|(■ う
`々

|だっりaせんのをは嬌さ多金(グ1珍 ま)イ(は 大`t)に 1体珈ずが

'さ

|‐

て
ヽtr■ ′     

や
  ―  ‐         1  ‐

孝椰1啄 ′蜂″多の修家を,?し にし'ゎ パわパの名Z夕 ∠旭彦あ 1,ォ せん
´でビタバ乞きるを見な露<女埓 t.ま す、 おろしく子鍬 l'Iな がらい下さぃ。
|          .      |  (ク 戸24口 ) | |

(1)

負　″∴翅
∴解・”　”
一卿　ヽ久
一編̈

″
，

に

の

孝

に

て

も

う

孫

ダ
帝
効
秘
獅
五
“
ダ
お
脚

ず
一　

　

生
　
　
　
　
な

つ
　
な

‥恵
Λ

一■
●
．一●
一■
一一〓
■
一

一■
』
卜
に一Ｅ
Ｅ
饉
〓
二
●
に
警

■
一■
一■
―――――――‥
一
■
■
■
声



ｒ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

電霊者P墨 111lII熟 :1し』1.|‐ ‐|■
イ.Ъ 等V設計の菌

'研
資霧ち の灰暉 lく つLイ 1な fユーズ11▼ 老 Kム ロ会の

で重ぜ領タイtlそ tた が、イの二多
′イご
｀
摂々φチl(ハ る

`く

lftt K π慮

伊喀 り凝奪″ぞ彰t取つイオており′析″箪参期形の″で
｀
袴くが
´
多亭家の

痕タイめ苺ズ″ してl】 た″で手 ンタ11ク 罐バ 猾菱電て参クロ:て l〕 る
`

イを籍″計撼露颯
`ι
くな季毛ザる人こ質めてグ髪費輩へ行つてる人が,

ネ賛締愛翌 (砕
~t核
奏葉)今 ギた降【瘤をだ芽葬でもそこ |て 具体的てなっ

て素きt髪 .孝い歯熟4/A~蒙 こ
“
オ着看ぜうなれ奎会計でおうこ

“
lで に

:%策 'ど とで等装置すべ`さぞ
`L〕

Zあ 彦場がらその自勲 rヮ t〕 て僣:)修 い

まとた、結湯鷲み “
4千 なtう ″ じr.tく とrを リユ tた が での自髪でそ

り3つ た時めオ議Xク 1)で 多と
`冤 `づ `、

夕 ´ K、・ 力多
″
の

'潔
が石質

班く参凛 サ

`学
:く 驚 して枷何13~こ催滋く'象輌うべて が ∠ヽ`ク蒙 .

夕■言、
｀
まρ人〔よ1,鷲 々のグル

´争から,と いぅ老Z矛多渤霧k暉り,

ま
゛
線
″
多が・ ″

″φを摯ft=タ ヒする鑑rl■ 亀蒸的κ 卑白

“

″力

“

~

彦にづらぎるこ各なt'で 萬ろクゲ″,イ´鋳には縁がらだをえう労憎が肥

喀であ多らy tlウ
`て
り多こスオした:そ lt rし てウ ラぶ^こ

とヤら劇

警が僣人的爆3aじ してぞなく,石菱里塗体´′袋いだ伊 'レ
´7かつの∠

してグなさ縣、耐銭こ馨4幸が尋口釘κ大切である」`き象省ごせられなL孝 9

(ぶ盤壼堀 )

口, 立日ヒヨKヴ郡へやって家たこを昭毛 (透千畿黎)七日んで 会場争寿
が認ら 〕ヽtや り■tだ o諸題F_aぽ つに〔ιて,(1〕 アXリ カ´新像手ガ

諸 ごヨウトあ 輌 キヤ耐 %′ (li)薇え TIEめ 渤 議 (僣i〕 アメ リカ のつ 等ν 挙萩 脳

¥tめ 蜘鶏 riyj償亀教授ごイギリタK各け r4‐がつた二七, くオこ イ
(づ
。

アスリカの獅豪千■鯵降′群孝日オtアメリカの書て議だキ1る釘脅こ程の
。

核 t)`態 にわИち
"務
妥ス 0ゲ そ92入家努ヒ してのシ〃老置の吻額 `猛

ぃ歯傑tも つたものなので,呟挙関係0人 々と´な談|て よつて=こ メラの

1‐ IItttK対 たする孝橘熊摯 之準
つて子 (聡 零 ずある こててな家 ρ一質 をみ等

L ttLし            ,

― 場■tA7準たv孝主か由襲くつt)て は年街盆式の壕■″南燿奪なじで象リ

スばる|ら ヽし奪:→
“
ば1)14等いヒいうような意見でしなら

4贅え家U斌 が'ィ ギリスFイいす,な つここセてフい|、 旅募甲諸七家げる
「

ぅ縛籠滋■つ貯湖ゼ∠′″が`くくで`でヽ
1・イtレ・

.              (10)
(麟 tF7 総 )

の ′

ス

クト‐

一
・一
一
一
一
〓



メ＼ 2F Iレ ロ
替湯夕
`し
て

最書口折輸歓会

(な どィ .

シ 六 手蔵 II■
=11「
、F虫 ■|= ■ il

4て
'め iを かダヽ )ヽ■ 、千。 学手
クl_lの 命を,算|´ るため Iを ィFフ

0●64,、こ,tへυ あfぢ マ́´を緒
てヽ`今あド, オオ寸蒙蒙が,ィ

■,アンアゲゥち 由レタ 桜 を十なじぃ¥生 、、、ヽた る
`で

｀
グぞ 1ク の人数 が

｀
翻 さ

1貴 す t艦 .■却 さんム議■ぞR鋳 1を かほ |,癖 誇1駒だ こ`t).う c∠ でしたが

lll Iで 撃
する
下

`:f-9子

‐
↑ぅ?認明で ,(2取五われ  |“ 曇かはでき 撃ぃが

ンF`ノ '子'1な どと鷲ら′,、きtヽ炒あ
耐 vヽ試 ´ぎ

｀
,γ .た 裁ヨ浮|夕 ま'ダ

| シαくa～へ
^ノ・
こたよⅢ l■ヽ 1す爾軍勢′啄ムr致″守ので妻ス:ぉ も何 でもなく,

イロ人とtて 象議fのべ｀るだけな
`軒
クくどら,U「のだ晨 ,寸 ョ右 jN― |すなと)が

銀
～
Lnュ■ 0,4らタト

「
lグ ら験入ぞでも (輸 出て

｀
′「妻七ガ七げ ,ァ メめ″

もE「 を鯨入して1〕 ご
)′
θ′ヽ∝夕負:疑´甲 ,ァ ι゛4 tat乍 る●に で:郡t´

の 衡■αずえL嶺 苺́経古摯するがら呂オだな場のそきゎフイtす る _たグ ι :

ノ写a義 し轟rt i=特 i_‐ rt響 てなけ,(ば誓らな1),日 本めム.ご ′でこつてふぅ
■つのマ4静 |■ Fイサ′あざ.:々由晉,あ ↑?て 14る ここに千,1ば

｀
11,`

tが と,日率φ弩うつだ自ギス、自らの判断で:たぁることぞlあ 3・ 一一 :‐
、lr常 にガ良壼 で二七 かで ,'t「」費申 どの力場》春夢露決 ぁ電誠秒ヒがぅ せ 三ぅ縫

｀

るろ と.客 いで ,・´

じ・じt´ 養デ6F,
C二 2.へ 3二 I_~Flす に 籍X,ネスろガ 1/tづ｀生ビろを

｀
ろぅ、 その一つのぞ由

ド毒1臓シ:団 ガ辱ってくる三とです)ろ _t'安 壕
`ガ
、てこりづゝる

`tiら
の

:み轟 場よ換 ['3ボ
"は

Tて 呻 曇 Ⅲ t得
言うピ f■ で'メ葬 ttて 1)る のも帯め

れ れ tt caで｀ある。

,イ カは t'?礫躊に転爾されるがぅゎ がらば1).ロオの人がごうこ,と ,で
つ )ヽで 霧綺)撲|々

`も
う夕 l」 発蒸で

｀
あ り,著 rγ あ々響)がある、 tづ tあ

't
紛ltaィ老だ′ 繰

`力
にりヽヽ 感があるめブ通、ヽゎ■Yt誠 、)マ 電》́,`奪

務が
｀
ある.ヒごべ`菫オ角 Fぼ GOawrtv、 がl曰 不へ孝ィ 1ヽ 多ィ マうち■蒟
を嗜縛家ウ博1)frtィ しそt,字 す。

`ム
奮 ふ )

(11)

一
一一一一一一一一一
一一４
４
／
ず



|■依1量氏ら呼回‐ 
‐
|||||‐|

‐   像千灯翻後超中プヌ
'ノ

カ多す
妙うな pっ たダ惑 1島 1続 鋳パ |す多,日

キ断奎鋒拳ll‐愕つて孝たおプ
多
r_21ヽ
しパt」 ゎりそつた額多口♂兎みγして

ポひよう|び ■サ孝が多移どして孝表ざ44・

1.f´ 由でも像
`力

をつb/V30耳 焔'Jγ
質髪犠めて )`る・

り 妥物たつごる今るやてl■ 看口`t4ヤ
■青、ラ
「
がらン4ヤ ロ▼フヽントつ手

像のものtZン でなリジ澪等r■ だ年鯵がら猾死 名移
あ工う として :う る,

二 ぜハロをlbタニカ祈を
“

〔

"Jじ

挙澤ッ圧孝字子が蒙壬釣て
´質 して行動 して

t)る ´

4 る国の像
`〃
多昏夕ぼ″′=多

薔承 豹て
｀
)マ ´ 時たの藤多め ″にこ移 挙

″t

どゝ イゝラン(イン2/‐ なであてう, ▼つ
て )`多

5,え♂喚あ徘グ2七ゥtグ ll lf ttlら がうコイう今イ″ず基`称
夕三角^セ 1ヽ つたもつぎ奮千

6 看え |イ妥黎 に
"で
るので ■導 4ヽ二毛コ|ぞ

~iて ,ま坪閣a総亀予鱗 t■ フ

ている。

ヮi 統質角 で
の口吟夕 f7が ダ <itぞ

:!ζ
:表 姜 ,守幸 耳v´ 疑 日では

'こ
イ 孝

,,赦殊1筆のス♯へ練だす毛再(つ
い

くゃルtば南顆づい. _
4レ ドとのとけざ」を多lκ

“

?てずつずq)η 孝力)・ 藤Fす るソ律|マ フラン啜,

第 唾 甲 型 皇

`ピ

守 卜 二
立 か 装をど[をル t:抵 ル 1藤

この資首魏す教 婿ι=η
らり裟ノ矛1配

る 次ぇべぬ鷲葬なの習駒ネタぞもあるづラ)ィγ場でロオめ核場ア甲礫僣

場r_フ■マやつくり委1らウな久なフkりに
い
`ZZで
〕ヽる.

ン コ ´ロ ッペづらブメ
|)力 にすわつ た繁囲民ら調査掛の

´行 !で ,新申黎単

にどス ば ,"す fマ 饉 /響米 こウク
チウム Zな 緩 ヒ孝卦 と`孝

「つそ|ア

^ツ

カ

に寝 っ てゃ
｀
ら家痛 1移 り,ア メリカど徴務貿たま植

ぶ こて左多置 するこ移 ァ

たり1‐曰菫 争訪ス
てプ
■子
´プ の El者 会質■フイが多なすバき因肴

`イ

表 し

たら,ウ を`うせ議午イう響わな争行脅七
t?て ｀

'る
|う ゼ巧1)′ ガき7f曽

をグ`あるド すを考律あう筆単庁ハ|ヒ でいない,   (猥打 ずつ

|‐ |■ 1愉鬼‐||■

摯ビして該‐橡釣て荷

〓
■
一
一「Ｉ
■
一一ミ
Ｆ
霧
）



峰

ｔ́、

「二ふ
」ｉ‐‐「口‘

ゴ

ｊ

の

ｖ

‐
「

′
′

１
１
　
１
にｒ
ｔ

・■
Ｊば

覇́
一召
“祇 一―}ヽ 森ヽさにセ _二

(1うち ,セ /2あわ´ )
iヽ 増スキ岩                 :   :
任II Fljは )`ざツF:で き

'オ
|'て こ■‐

、
す こζ,藤 子:十 七ィ しち「||千′:基

だギt“■■IⅢl●ん,蜂′遂■ギ■)=■ J:スご141ま 1'たなし|た tこ セた
じ`で可:`キフ半b́ンiがらf:)1釘 な́ II`r● 1をギ.まサ,も ちても前がらを
‐r自著クなぅこまll摩 1■ |ド ζ́チt,た零けですギ)ビら二1義するol● lr tヽ 見
準と多t`'iF■ィォfl・に なヽぃ|111て て、lfi rllヽ豪象移iに二t、
ま2つ さM rt,ょ う 1.1弩妻 うヽニォ・ィ

′
:|,11.1子 」ル1敷 卜|二 4を 出 l― ,二 ||ジ ぞ

申 がボる「 礫

=ガ
IF多 れ呵 メ贔席まま

,」

、,.,たん ,1■tntOt Cて、し
11摯・ ず')(・北 ‐

置ピ鶉拒覆暴ギ:i再羹1ご:チ:il
卒
r‐ 要 tfす .―一 一 ― ス と し て F三

^|な 7手 |ザ
:■た
ギ で [て , ざ ′ れ 三

ゴt｀ すすが,“'ギ ')スに濾■ダづ,「
t子〕、脅ずなどII● 11‐■1■、、■ヵ■1轟■,

蒔中め上 IFp ι Lザ■,14凝 .歯 ftF t二 IFJt iら ,だ゛バ轟ll(:′ t)ざ き |

ド自■ぜ■白′繹ま〔た。ご|・す)|マ ー́ク|●″ねサ初ギヴ́ Xヽソ́″で́ 嬌十_‐
ア
"イ
たfFr aたずなにょrf'I´ =■三

=:虐
だ■ ,t:‐【′ ヤV「 Sげ で,■嗜七技う

て
=よ
うとだつてt,J「ス ぶデム |́キ ■ご書‐ご,フ で

,ぅ 壼省が■t¢ J摯会き
｀

K商表する
'裂
■ ● こってぃ・ラニ I■｀ル,lt,l〕 ■ した ,‐ち ヤ・ そヽ 』|七 調べ着

、'こ だいき鴬   Y“ らイ 〕■ !f´ユフで『デオ|`諄 事の菫―包 G・」敬、質量考¬で‐
tJttif ε l)孝 す。   、

子イ菫 )は 下 |ミ  ロ 洋 琴 4/_J■ ■ ■|!ギルまミ  .こ ,ぃ て クン ｀く 一 三 ョ しヽドiあ＼
手1轟 ( オ‐ェィス 54澪鑑)ノ)零約」のって1)`ブ  鬱複●るぅ
で営管すζ■ξ -1 )                    .

コイ
=お
ノィ、'rl晴 /‐9づ由を堪セ九.る 1,たヮ:象ム中

`''1番

そぎt)の 11を,211
Jlで■■こななも全ずな あクて′ 咤″́14口 この●グて彎争クが嬌菫.さ れヤiヽ

`IIで
ずヽ イクリ||モ 、■)アチ豊́ メイラ,プウウ多′ボ、

ヽ

`:オ

||ギ

=ハ
ユt=''=二五-1姥 十1ヂ]ゃ|)7′‐'1ず 二,ア r‐ャハF=|; .イ|IP7千 T́,ノ |じイーフ・■ドr,′ つフルiイ Yギイツ

=な I LJI I'あ
つて,会

■:´ 数`|まず
b?と 多そ,ピ:を、がゴ't｀ ゼ`イ零わ卜,'・ |‐・さ十1人,, I  Il  i

職 魯ヽN「―l11,十■■メエ |こ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
一・‥‐‐‐‥‐‐一一・■
一
●
■
〓
一一一一
Ｉ
憔
一一嚇
轟
樹

一一一一一
・一一一〓一一
一一一一一一
一一一一
一一一一一一一．一一一一
一一
一一一一・一一一一一一一一〓．一一一

(13)

■こ 二 ■ ‐ 1



1銀さtナ 9イむ■1轟■|
16脅 の準摯,ユ TSの 2'事二宅資詳

し
・

4す● 14 1・  10づ う

解一纂
脚一“
曲・

イヽ
　
旅

ん

専

イ

一
ｔ

く

ち

Ｆ

ベ

一
ク
　
て

ぐ

一●

シヽ

イド

■

多

ご

ガ

一麟一岬
締
詢出

喰属春、P.手、て,trし■:

二 一一 =― ― ―
~~~~

K.‖ uSt■‐

″'有

`
澤
・
慄

手七孝髪久で琢各
tttt t・

`   
名

梓餃 ‐秀K

:キ
曖   洋 th i

資姜五(=崎  資ぶ
'■

挙
t

r● :・ 争 :ヽb■二・ 、
3●・■え二崚 イぼ i´

.・・
`´ 伊ぎ終■

`Pル
「 =争

名ず f

鶴 ンも Ýレ ど tご
z 。 こ「

‐

v‐ ― タニう錠菫´ (2・
27)ぞ  碁 移ま毯 尋撃夕

・

｀

__´ a=  滋 邁 鮨 菫

喜警こ言
(ζ

ttLFEI 塚墓
′

予
童のわきが
=2降
‐1響F"事

‐― /―・t‐ ～壼 斗 ナ仏 ち で こ l‐3‐、

曇二勇L碁 ]基
｀
こ墨二11もぐ1?でただ急歯薔べ琴七オ́争

で|ド｀

墓甚高ら,ィ す力|ヤゞ
)`が tの :丁稚た。

(1キ )

■■■11‐■載



鷲i言 1蒙 |〔フ1)て
各可「ヾの難1名 二興1〃メ 1意 し考まて゛出てとく4写 力ヽ4ま す■ドィ もπ

さ|ま もぅてこじしr4~｀ ｀`と未だよくわ″143せ ん  ́ が拍コの■■二禾でもわ |
らfし ましたが′l_3子

「
■孝ギ1向れつ`ら||′ 硫 3″ l―九 とヽ )う雅たが鶴ます

し′ ソ(7客虜ゲら 'ト ムのを犠 Lて ぅヽ警竜tが登イ,さ れます。たちらもち
日20日 噸発ィ71夕tる予イ だそらです。 鑽 子フ■海 の方:1よ お・ ラ方の名
前が
｀
ずらりι並ルぞぃ■す。 ヮ「 ムっ書 :れ :の 力 1諄未才1咸 =を ,氏, ム」計

^
甲

^′

 iじ甲慄・ ■ らが十りじ|こ なって「 戯エヱ耳?蔵の一収缶雅言oと なるよう
で
・
す。 賢子力■業 の角策考■/「 争|す ■ の推計のヽような政光白|(子 )13も
の卜は′色封|モデ1し 二ιん,暫 ら1支″ヽつ手こだ1■ |・ 7砕 |]ま すすりJと 言 って崇
塙とと ,て をテi、 こ1ヽ iそ うてT‐  フトムの■■ の得京発に134れ 二`した
が′こρ六,■サ■i´二ヽtiffう こ■更tゴ どこヽ`うここ:■発ルご月も知ら尊、ヽごうで

｀

した。 歎子万。 として14/「もらんっ`私 主義の二八らの難蟷tl■由け意味
で対1たしよう善■、ヽぅ手こ暉考れてお哺二́じんf紀こ方グ通り′ 常″7公彦ギあ
ろ栄受1の募脊鉦だd~そん|ガ こ, 一人て

゛
tプくの口蒸|二奨]っ き言ろFρ′情 |ニエ

「仁7督丼+と
i‐

FIヽ
1に した解等4ヽし、`られオ各と僕多う!"撃 |ユ Vヽ ■ヽ思い事す。|

‐
./し て̀ 二ら|ヽなatズさtを行kため1・ほ`現在の方ズ兒/サ ll嫁/ 共甲3ヘ
わ編第て` 十ズ.し尋轟公の方が手イムっくt,る |:i・うF多 こ/:彙″と名ズス11誅
詐会の編集でろ雅言きと、

｀
うことにして行くべきだこ澤、ヽユす。

`の
たの|`iJ

;´会疑ハ方になまてよりももっと文資的奪幾ヵをしていたヽヾく意ぅな外41を
イ午?て いく:け要があると思t｀ _iす 。さしあたって/を公憂ザロ走裁者2増オi
ttる 歴動をf妾ⅢⅢ

'に
行って、ヽただきたいと呼、`までθ嵐期諾毛ほみ↑ず

″

1・
造機にFし 込んで下さい。言夫喜

`会
会唇であるここ乞明ぉ 11'し |ぎ

｀
2ヨ1ァ |き |⊂ b

')』
ず。尚バ

.ヽラクすンドニ〔う4年 1´ 2月 ′、53,千 ■/2月 7, |じ言夫静祭孝ム
‐

局|三も揃えてわoま すt  〔頼者ア菫6).

一一・考子

〔十⊃


